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御
旅
所
祭
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岡
田 

莊
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神
社
の
祭
礼
と
い
え
ば
、
そ
の
多
く
は
神
輿（
ま
た
は

鳳
輦
）が
渡
御
す
る
神
幸
祭（
帰
途
を
還
幸
祭
と
も
い
う
）

の
行
列
を
想
い
出
す
。
渡
御
の
行
き
先
は
、
神
社
の
創
祀

に
か
か
わ
る
由
緒
の
地（
石
清
水
放
生
会
に
お
け
る
頓
宮

な
ど
）、
ま
た
は
祭
礼
区
域
内
の
御
旅
所
な
ど
で
あ
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
平
安
京
中
の
都
市
祭
礼
、
御
旅
所
祭

祀
が
そ
の
淵
源
と
な
る
。

　

京
中
祭
礼
の
成
立
が
確
認
で
き
る
の
は
、
天
延
二
年

（
九
七
四
）の
祇
園
御
霊
会（
祇
園
祭
）は
じ
め
、
北
野
天
神

会
・
松
尾
祭
・
今
宮
御
霊
会
・
稲
荷
祭（
稲
荷
御
霊
会
）な

ど
が
、
平
安
時
代
中
期
の
日
記
・
記
録
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
の
様
子
は
、
平
安
時
代
末
期
、
後
白
河
院
の

宝
蔵
に
納
め
ら
れ
た
『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
、
七
条
大
路

か
ら
賀
茂
川
を
渡
り
東
に
向
っ
て
還
幸
す
る
稲
荷
祭
と
祇

園
御
旅
所
の
幄
舎
が
取
り
壊
さ
れ
、
大
路
を
進
む
祇
園
御

霊
会
の
行
列
が
精
緻
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

京
中
の
祭
礼
は
、
災
害
・
疫
病
が
多
発
す
る
な
か
御
霊

信
仰
が
隆
盛
し
、
悪
鬼
を
祓
う
祭
儀
と
し
て
拡
大
し
て

い
っ
た
。
京
外
の
霊
威
あ
る
大
神
の
神
霊
を
一
定
期
間
、

御
旅
所
に
招
い
て
、
年
ご
と
に
盛
大
な
祭
礼
を
催
し
、
神

威
は
高
め
ら
れ
た
。
祭
礼
の
恒
例
化
に
は
御
旅
所
の
確
保

が
欠
か
せ
な
い
。御
旅
所
の
敷
地
は
京
中
住
人
が
寄
進
し
、

庶
民
の
独
自
性
と
心
意
気
を
示
す
盛
大
・
華
美
な
祭
礼
に

な
っ
て
い
っ
た
。
の
ち
豊
臣
秀
吉
の
と
き
、
稲
荷
と
祇
園

の
御
旅
所
は
、
洛
中
洛
外
の
区
画
整
理
で
、
そ
れ
ぞ
れ
九

条
と
四
条
の
現
在
の
御
旅
所
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
、
御
旅
所
祭
祀
の
成
立

賀茂川を渡る稲荷祭の祭礼行列
（『年中行事絵巻』京都市立芸術大学芸術資料館蔵）

伏見稲荷大社　御旅所（九条）
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『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
行
列
の
構
成
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

【
稲
荷
祭
】
騎
馬
の
陪
従（
楽
人
）・
風
流
傘
を
さ
し
た
騎

馬
巫
女
・
儲
の
馬
・
騎
馬
田
楽
・
獅
子
舞
五
頭
・
大
御
幣
・

舞
楽
散
手
の
舞
人
・
神
輿
五
基（
下
社
は
六
角
鳳
輦
）と
駕

輿
丁（
前
後
に
大
御
幣
、
騎
馬
の
楽
人
な
ど
）・
騎
馬
の
神

官
な
ど

 【
祇
園
会
】
田
楽
の
一
団（
行
列
と
は
別
）・
警
備
の
騎
馬

乗
尻
・
御
幣
・
風
流
傘
の
女
騎
馬
・
市
女
笠
を
被
る
騎
馬

巫
女
・
舞
楽
の
散
手
・
太
鼓
・
笛
ら
楽
人
・
獅
子
舞
・
神

木
と
御
幣
・
鉾
を
持
つ
人
々
・
獅
子
舞
・
神
輿
三
基
・
騎

馬
の
陪
従
・
騎
馬
の
神
官
・
駒
形
稚
児
・
細
男
姿
の
楽
人

な
ど

　

祇
園
御
霊
会
の
三
基
の
神
輿
は
、
第
一
神
輿
の
牛
頭
天

王（
素
戔
嗚
尊
）、
第
二
神
輿
の
婆
利
女（
櫛
稲
田
姫
命
）、

第
三
神
輿
の
八
王
子（
八
柱
御
子
神
）が
つ
づ
く
。
こ
の
行

列
に
つ
い
て
は
、
今
宮
御
霊
会
と
す
る
説
も
あ
っ
た
が
、

神
輿
頭
部
の
順
番
が
鳳
凰
・
葱
花
・
鳳
凰
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
國
賀
由
美
子
さ
ん
が
指
摘
さ
れ
た
通
り（「
後
白
河
院
と
祭

礼
」『
月刊
歴
史
手
帖
』
第
一
五
巻
六
号
、
一
九
八
七
年
）、
神
輿
の
後
に
駒

形
稚
児
の
存
在
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
祇
園
御
霊
会
の

図
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
。  

　

稲
荷
祭
と
祇
園
御
霊
会
の
行
列
は
近
似
す
る
図
柄
が
多

二
、
祭
礼
行
列
の
構
成

神輿に従う騎馬の神職
（『年中行事絵巻』京都市立芸術大学芸術資料館蔵）

祇園御霊会の祭礼行列
（『年中行事絵巻』「祇園御霊会」旧岡田本本学所蔵）

駒形の稚児
（『年中行事絵巻』京都市立芸術大学芸術資料館蔵）

く
、
と
も
に
風
流
傘
や
田
楽
・
獅
子
舞
を
伴
っ
て
お
り
、

御
霊
会
系
統
の
祭
礼
で
あ
る
こ
と
が
一
目
で
わ
か
る
。
稲

荷
祭
が
平
安
時
代
に
「
稲
荷
御
霊
会
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

の
も
、
祭
礼
の
形
式
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
共
通
す
る

行
列
の
特
徴
は
、
神
輿
を
先
導
し
て
風
流
傘
・
御
幣
・
獅

子
舞
や
楽
人
が
進
み
、
神
輿
の
後
方
に
は
神
官
が
供
奉
す

る
構
成
で
あ
る
。
獅
子
舞
は
道
や
祭
礼
区
域
内
を
祓
う
意

味
を
も
ち
、
現
在
の
全
国
の
祭
礼
行
列
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
祇
園
御
霊
会
の
行
列
で
は
、
鉾
を
持
つ
神
人
の
姿

が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
長
刀
鉾
な
ど
山
車
に
乗

せ
た
鉾
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
舞
楽
が
伴
う
こ
と
も
都
の

祭
礼
の
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
の
ち
諸
国
一
宮
の
祭
礼
に
波

及
す
る
。

　

京
中
祭
礼
、
御
旅
所
祭
祀
の
行
列
構
成
は
、
一
宮
祭
礼

で
あ
る
香
取
神
宮
幸
祭
を
は
じ
め
華
麗
さ
を
競
う
江
戸
の

天
下
祭
と
い
わ
れ
た
山
王
祭
・
神
田
祭
、
近
世
城
下
町
の

祭
礼
な
ど
、
各
地
の
祭
礼
に
伝
播
し
て
い
っ
た
。


